
News  Release        

令和 3年 3月９日 

香川大学大学院地域マネジメント研究科  

2020年度 プロジェクト研究報告会 

日 時：令和 3年 3月 13日（土曜日）13:00 ～16:30（会場参加者の受付は 12:30～） 
場 所：香川大学幸町南キャンパスＤＲＩ棟 第 31講義室、およびオンライン配信 
内 容： 
【研究成果報告】 
① 大西 健史 

企業スポーツの価値の可視化および地域における企業スポーツの活用の提案について 
② 小田 賢史 

高松城復元における市民の価値評価 －高松城の CVM 評価に関する研究－ 
③ 落合 真 

中堅・中小製造業における若手技術者のモチベーション変化のプロセスに関する調査分析 
 ～製造業Ｍ社の事例より～ 

④ 小山 真紀 
自治体の認知症施策による早期発見・早期介入方法に関する考察 

   －兵庫県神戸市の事例分析より－ 
⑤ 邑地 秀一郎 

日本版 Z世代の可能性を伸ばす英語「お笑い」教育プログラムの開発と効果検証 
⑥ 矢野 健三 

地域小規模食品加工業の競争優位モデルに関する実証研究 
－地域アイコン商品を活用した「一時的競争優位」戦略－ 

【同窓会会長賞発表】 
○ 松木 孝和 

茶の湯文化の継続を目指した本格茶事体験事業の可能性について 
－高松、神戸、長崎での試験実施を基にした検討－ 

  【識者講評】 
    大山  智  氏 （香川県審議監） 
    竹内 麗子 氏 （香川経済同友会 特別幹事） 
     

平成 16 年 4 月に開設された香川大学大学院地域マネジメント研究科(香川大学ビジネススクール）は、この 3 月

に MBA 取得の第 16 期生を修了生として送り出すことになりました。地域マネジメント研究科では 2 年間の本研究

科における勉学と研究の仕上げとして、それぞれの問題意識に基づき、仕事上や地域に関する課題に対し、プロジ

ェクト研究に取り組んでおります。そのテーマは、人材育成、観光、伝統文化、食品、福祉、スポーツ、中小企業

など多岐にわたっています。プロジェクト研究報告会は、その年のプロジェクト研究の中から選ばれた優秀なもの

を公開の場でご披露させていただくものです。 

今回は、コロナ禍の状況を踏まえ講義室での対面形式は、事前申込制（先着 30 名）とさせていただきました。

研究科修了生､新入生はもちろん､一般の方もご参加いただけますので､多くの方のお申込みをお待ちしております。 

同時にオンライン配信も行います。対面形式ではご参加いただけなかった遠方の方にも、香川大学大学院地域マ

ネジメント研究科のことを知っていただける良い機会になるのではと思います。地域活性化や企業・行政機関の変

革に関心のある多くの方にご参加いただけたらと思います。オンライン配信は事前登録なしで簡単にご視聴いただ

けますので、ぜひご参加ください。 

香川大学大学院地域マネジメント研究科長 原 真志 



 
〔お申し込み・視聴方法〕 

お申し込み・視聴方法は、「香川大学大学院地域マネジメント研究科」ＨＰ専用ページに掲載しております。 
URL： http://www.gsm.kagawa-u.ac.jp/project-presentation_2020.html  

 
◎対面聴講：先着順に 30名のお申込みを受付します。 ≪ 締め切り：3月 11日（木）12:00 ≫ 
   ※締め切り前でも定員に達した場合には受付を終了させていただきます。 

◎ライブ視聴：Microsoft Teams を利用してご視聴いただけます。事前登録、サインインなどは必要ありません。 
 

 

 問い合わせ先 
   香川大学大学院地域マネジメント研究科 磯崎・古里 

〒760-8523 香川県高松市幸町 2-1 
TEL：087-832-1955  FAX：087-832-1988  
E-mail：contact-b@kagawa-u.ac.jp 
HP： http://www.gsm.kagawa-u.ac.jp 

http://www.gsm.kagawa-u.ac.jp/project-presentation_2020.html

